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背　　景 　樹木由来のナノセルロースや甲殻類由来のナノキチン等、地球には魅力的なバイオマスナノ材料が
存在します。しかし我々は、バイオマスナノ材料の秘めた機能をまだ使いこなせていません。

概要・特徴 　持続可能なバイオマスナノ材料の「ナノ/マイクロ構造設計・複合材料構造設計・分子構造設計」に
係るコア技術を構築し、目的・用途に合わせてそれらを自在に組み合わせることで、環境や生体と調和する革新的機
能材料の創出に取り組んでいます。「伝統と先端と異分野の融合」をキャッチフレーズに、物質・エネルギー変換、エ
レクトロニクス、医療といった幅広い展開にチャレンジしています。

技術内容
【環境・生体調和性、持続性エレクトロニクス】
● ナノセルロースシートと種々の電子材料を複
合し、透明導電膜、電子ペーパー、メモリ、
キャパシタ、生体信号センサといった、高性
能、フレキシブル、生分解性、皮膚親和性を
示す電子デバイス素子群を創出しました。
● 絶縁体であるナノセルロースやナノキチンの
半導体化、および、センサ、エネルギー変
換、電磁波吸収等への応用も進行中です。

【簡便・高効率なリキッドバイオプシー】
● ナノポーラス構造を設計したナノセルロース
シートに10μLの唾液を滴下して10秒乾燥させるだけの、簡便で無侵襲な細胞外小胞捕集技術を開発しました。
● 捕集した細胞外小胞は、室温で7日以上も安定保存可能で、非常に多種のmicroRNAを検出できました。　　　　　
現在、がん診断応用等も進行中で、次代の予防医療への貢献を目指しています。

社会への影響・期待される効果
●バイオマスナノ材料のエレクトロニクス・医療応用を拓き、新たな高付加価値の創出に貢献
●持続可能なバイオマス由来のマテリアル・サステナビリティトランスフォーメーションに寄与
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